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　7月25日に岐阜市で開かれる「県交通少年団自転

車安全大会」に向けて、出場する武芸小学校代表児童6

年生6人が、本格的な練習に励んでいます。大会は、安

全走行・技能走行・学科テストの3競技が行われます。

放課後を利用して、関警察署や市交通専任指導員らの

指導を受け、実技練習を重ね自己の技術を磨いていま

す。全校児童が出席した激励会で、選手全員は市の代

表として、練習の成果が発揮できるよう力を出し切る

ことを誓いました。

　青年海外協力隊のボランティアとして、ソロモン諸

島ニュージョージア島に2年間赴任する髙木康平さん

（前山町）が出発前のあいさつのため、市長を訪問しま

した。これまで学んだ林学の知識を生かし、地元住民ら

による植林活動の改善や支援、拡大を目指します。髙木

さんは「現地では環境を守りつつ、産業振興に力を入

れ、林業分野で生活できるよう支援していきたい」と意

気込みを語りました。活躍を祈ります。

　武芸小5年生児童が、学校近くの農業用排水路で田

んぼの周りの生き物について学ぶ「生き物調査」をし

ました。河川環境研究所員らの指導で、水深10㎝ほど

の水路に入り、魚を捕まえて名前を確認し、種類ごと

に分けて数を数えました。その結果、カワムツ・ヨシノ

ボリ・蛙などが多く見つかりました。児童らは、田んぼ

は食料生産を担うだけでなく、多くの生き物にとって

重要な生息の場となっていることを学びました。

6月16日～30日にあった
市内の話題を中心に

ご紹介します。

自転車安全大会優勝目指して

海外で植林指導へ武芸小 「田んぼの学校」


